

















なく、「聖者の信心も顔負けの（putting the perseverance of the saints to the 
blush）」堅物ぶりが誇張してあって面白い。塩漬けはとても頑丈で、「ひ
とはそれを使って、道路を掃いたり、舗装したり、焚きつけを割ったりす
る（with which you may sweep or pave the streets, and split your kindlings）」こ
ともでき、「御者はその陰に隠れて、太陽や風や雨からわが身と積み荷を
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守ることもできる（the teamster [may] shelter himself and his landing against 















American Humor: A Study of the National Character, 1931）やウォルター・ブレ
























1831 年から 60 年とされる（Brown 3）。そのわけは、トール・テール演劇
の先駆け、ジェイムズ・ポールディング『西部の獅子』（James Paulding, 
e Lion of the West）の初演が 1831 年であり、同年にトール・テール最大
の媒体、ウィリアム・ポーター編集の週刊誌『時代精神』（William Porter, 






















（Traits of American Humor, 3vols. 1852/ e Americans at Home, 2 vols. 1854）を
編み、同アンソロジーはフィラデルフィアおよびロンドンでも出版された




例として、民話研究家 C. グラント・ルーミス（C. Grant Loomis）が 1947
年、民話研究誌（Western Folklore）に発表したトール・テール拾遺集（“A 
Tall Tale Miscellany, 1830-1866”）が挙げられる。ルーミスはトール・テー
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ルを狩猟と漁、動物、腕自慢、天候、発明、巨大化、自然、資源、移動手
段、人柄、と計 10 ジャンルに分類して 57 話を掲載した。これらの出典に
は 1830 年から 60 年代までの東部の新聞・雑誌が連なる。たとえば『デイ
リー・イヴニング・トランスクリプト』（Daily Evening Transcript）、『ヤン
キー・ブレイド』（Yankee Blade）、『ヘラルド』（Herald）、はいずれもボス
トン誌・紙である。『ウィルクスの時代精神』（Wilkesʼ Spirit of the Times）は
ポータ 『ー時代精神』と同じくニューヨーク誌である。その他、『ヤンキー
の 見 解 』（Yankee Notions）、『 ニ ッ カ ボ ッ カ・ マ ガ ジ ン 』（Knickerbocker 
Magazine）、などもタイトルからして東部の出版物と見てよかろう。ロ
バート・トマス『老農夫の暦』（Robert omas, e Old Farmerʼs Almanack）
からの引用もあり、これはかのフランクリン『貧しいリチャードの暦』
















ルの名作（“Cock-A-Doodle-Doo! or the Crowing of the Noble Cock Beneventano”、




















の植民地時代はまず除外され、フロンティアが拡大する 1830 年から 1867
年までが開花期となる。東部のユーモア作家としてブレアは、民衆の流布
本『農夫の暦』（e Farmerʼs Almanac）にはじまり、セバ・スミス（Seba 
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Smith）、 ト マ ス・ チ ャ ン ド ラ ー・ ハ リ バ ー ト ン（omas Chandler 
Haliburton）、ジェイムズ・ラッセル・ローウェル（James Russell Lowell）、 




















文（Charles Gruenert, oreauʼs Humor in eory and Practice, 1957）と、全 91
頁からなる J. ゴールデン・テイラーのモノグラフ（J. Golden Taylor, 



























































（assisted the sun）」（36）とは文字通りの意味と、王様に謁見する（the 
levee of le roi soleil）ことの比喩とが重ねてある、という（92-93）。さらに
は、全財産（Capital）と頭（caput）とが掛けてあり、冬の野原を逍遥して
自然の声を世間に知らせるためには、「全財産を投げ出した（sunk all my 
capital）」（36）、とあるのも、寒風に頭をさらして (sunk his head into a 
chilly wind) 歩きまわることも含意する（West 93）。さらには「空が落ちて















な人間ならば「十本の手の指より多くを数える必要はない（hardly need to 
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count more than ten ngers）」と述べた（164-65）。これは、直後に、「なに



























け、「腹も減らないうちから餓死の心配をし（We are determined to be 
starved before we are hungry）」、転ばぬ先のつえ（a stitch in time saves nine）
とばかりに「明日の九針を省くため今日に千針縫う（so they take a thousand 
stitches to-day to save nine to-morrow）」（167）。重要な仕事など実は一つも
なく、そのくせ「舞踏病のように慌てふためいている（We have the Saint 








































建て、「手を使った労働だけで生活の糧を得ていた（earned my living by the 

















柄いたしかたのないことである（there are more secrets in my trade than in 


































覚める（awakened . . . to a higher life than we fell asleep from）」（160）こと
が、「住んだ場所」の章が説く、真の意味で生きることである。「朝とは私
が目覚めている時間のことであり、夜明けは私の内部にある（Morning is 






やがて「ほんとうに目覚めている人間には出会ったことが（I have never 
yet met a man who was quite awake）」なく、「目覚めていることこそ生きて


































ヘルム・テルの息子になるよう教育されている（We are all educated thus to 











軌道のどこかで鉄道の修理をやりたいと思っている（I too would fain be a 




















のことは愛しているが（中略）、どうも好きになれない（I love Henry, . . . 





























































ルがもっとも粋な伝え方であることを熟知している（He lies because itʼs 
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the most artistic way he knows of to tell the truth）」（83）から、安心してホラ
を吹く。仲間はこの手の話を事もなく額面より割り引いて処理するのであ
り、これは文学的な慰みに等しい。たとえるなら、「ひとつの思念をソ
ネットに当てはめるような頭の体操である（an intellectual exercise like 
tting a complete thought into the structure of a sonnet）」（同上）、というので
ある。「ただし、まともにソネットを作ることは頭の疲れることで、私た
ちは好んで疲れることをしない（except that we folks donʼt wind up in such a 







フルーツぐらいの卵を産んだそうね（I hear your hens lay eggs as big as 
grapefruit?）」（84）、と聞き返すまでになる。友人も応えて、「それを産ん




















































で原典の表記を添える。原典からの引用は William Rossi 編ノートン版から
行う。
 2 Esther Shephard, “Paulʼs Cradle.” Paul Bunyan. 1924. Odyssey Classics ed. Orlando, 
FL: Harcourt, 2006. 1-12.
 3 Kenneth S. Lynn, ed., The Comic Tradition in America: An Anthology of American 
Humor, New York: Norton, 1958.
 4 Richard Prud'Homme,“Walden's Economy of Living,” Raritan 20.3 (Winter 2001): 
107-31. Esp. 107-12.
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